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19 治療に苦慮したComplicatedcystの l例
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症例は70歳代,女性.

【主訴】発熱,右季肋部痛.

【現病歴】2011年 11月中頃より微熱が出現 し,

その後 38度台まで上昇し右側腹部痛も出現 した,

近医より消炎鎮痛剤を処方 されるも症状改善な

く当院紹介受診した.白血球 19200,CRP21.29と

高度炎症所見を認めた.CTで多党肝腎嚢胞を認

め,USで肝 S5に内部にスラッジエコ-を認める

嚢胞を認め,1本臼のPTAD留置 した.MEPN投

与も発熱が継続 し,拡張 した胆管に対 しPTCD2

本を留置後も発熱は持続 した.第 26病 日にガリ

ウムシンチで感染嚢胞を同定 し,2本目のFrAD

留置した.FrADよりトブラマイシン投与後に下

敷傾向となった.Lm を内服 して第 110病日に

退院した.

【結語】多発肝胃嚢胞に合併 した感染性肝嚢胞

であり感染嚢胞の同定にガリウムシンチが有効

であったが治療が岡難な1例であった.

20 顕性黄症にて発症LABCBIL遺伝子変異によ

り診断しえた妊娠性肝内胆汁うっ滞症の 1例
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症例は妊娠 15過の 24歳女性で 1か月続 く掻

痔感と黄垣で当院受診した.血液検査では直接ビ

リルビンとAST,M の上昇を認めたが,血清学

573

的にウイルス性肝炎や自己免疫性肝炎,原発性胆

汁性肝硬変等原因として疑 う所見は見られなか

った.画像検査でも異常所見は認めず,鑑別診断

として妊娠惟肝内胆汁 うっ滞症 (Intrahepatic

CholestasisofPregnancy:以下 ICP)を疑った.

ICPは本邦ではまれな疾患とされており,強い掻

樺感を伴い約20%に黄痘を認め,胎児の周産期

死亡率を上昇 させる.原因としては種々の因子が

関連するが,ABCBllやABCB4遺伝子の SNPs

が発症に関与することが報告されている.

本症例においてもsequenceの結果,ABCBll
のExon13にア ミノ酸変異を伴 うSNP(1331T-

>C)を認め,ABCB4には今までの報告にはな
いsilentSNPを認めた.以上よりICPと診断 し,

報告をもとにUDCAと抗ヒスタミンを使用 した.

治療後,肝酵素および直接ビリルビンは緩やかに

下降し,出産後に正常化 し,症状も消失した.

【結語】本邦で初めてICPの原因遺伝子のSNP

により診断 しえた症例である.妊娠期における原

因不明の肝障害ではICPの可能性を考慮する必

要があると考えられた.
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症例は60代,女性.

【既往歴】C型肝炎,糖尿病,胆石性胆嚢炎 (堰

嚢摘出後).

【現病歴】Ⅹ-2年 8月肝細胞癌 (S8)に対 して

肝部分切除.X-1年 1月PEG-IFN/RBV治療開

始するも副作用 (腎機能障害)で中止.12月投

与量を減量 して PEG-IFN/RBV治療を再開.X

年2月肝性脳症を発症LPEG-IFN/RBVは中止.

3月肝細胞癌の再発 (S4-8)を認め,RFA+

PEIT施行.その後,肝性脳症を何度 も発症する

ようになり,ラクツロースおよびBCAA製剤内服

を開始するが,脳症遷延 し随時BCAA製剤点滴を


